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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

 

 

１ 評価の目的 

 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が行う評価は，

大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的環

境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学

等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価するこ

とにより，その結果を，①大学等にフィードバックし，

教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②社会に公

表することにより，公共的機関としての大学等の教育研

究活動等について，広く国民の理解と支持が得られるよ

う支援・促進していくことを目的としている。 

 

２ 評価の区分 

 機構の行う評価は，今回報告する平成 14 年度着手分ま

でを試行的実施期間としており，今回は以下の３区分で

評価を実施した。 

(1) 全学テーマ別評価（国際的な連携及び交流活動） 

(2) 分野別教育評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

(3) 分野別研究評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

 

３ 目的及び目標に即した評価 

 機構の行う評価は，大学等の個性や特色が十二分に発

揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する

目的及び目標に即して行うことを基本原則としている。

そのため，目的及び目標が，大学等の設置の趣旨，歴史

や伝統，規模や資源などの人的・物的条件，地理的条件，

将来計画などを考慮して，明確かつ具体的に整理されて

いることを前提とした。  

 
 

○ 分 野 別 教 育 評 価 「 農 学 系 」 に つ い て

 
１ 評価の対象組織及び内容 

 今回の評価は，設置者から要請があった大学の学部及

び研究科（以下「対象組織」）を対象とし，学部，研究科

のそれぞれを単位として実施した。 

 評価は，対象組織の現在の教育活動等の状況について，

原則として過去５年間の状況の分析を通じて，次の６項

目の項目別評価により実施した。 

 (1) 教育の実施体制 

 (2) 教育内容面での取組 

 (3) 教育方法及び成績評価面での取組 

 (4) 教育の達成状況 

 (5) 学習に対する支援 

(6) 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

 

２ 評価のプロセス 
(1) 対象組織においては，機構の示す要項に基づき自

己評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・デー

タを含む。）を平成 15 年７月末に機構へ提出した。 

(2) 機構においては，専門委員会の下に評価チームを  

編成し，自己評価書の書面調査及び対象組織への訪  

問調査を実施した。 
  なお，評価チームは，各対象組織により，教育目

的及び目標に沿って評価項目の要素ごとに独自に設

定された観点に基づき分析を行い，その分析結果を

踏まえ，要素ごとに教育目的及び目標の実現に向け

た貢献（達成又は機能）の程度を判断し，それらを

総合的に判断した上で評価項目全体の水準を導き出

した。 
(3) 機構は，これらの調査結果を踏まえ，その結果を

専門委員会で取りまとめた上，大学評価委員会で評

価結果を決定した。 

(4) 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を  

設け，申立てがあった対象組織について，平成 16

年３月の大学評価委員会において最終的な評価結果

を確定した。 

 

３ 本報告書の内容 

 ｢Ⅰ 対象組織の現況及び特徴｣，｢Ⅱ 教育目的及び目

標｣及び「特記事項」欄は，対象組織から提出された自己評

価書から転載している。 

 「Ⅲ 評価項目ごとの評価結果」は評価項目ごとに，貢

献（達成及び機能）の状況を要素ごとに記述している。 

 また，当該評価項目の水準を，これらの状況から総合的

に判断し，以下の５種類の「水準を分かりやすく示す記述」

を用いて示している。 

・十分に貢献（達成又は機能）している。 
・おおむね貢献（達成又は機能）している。 
・相応に貢献（達成又は機能）している。 

・ある程度貢献（達成又は機能）している。 

・ほとんど貢献（達成又は機能）していない。 

 なお，これらの水準は，対象組織の設定した教育目的及

び目標に対するものであり，相対比較することは意味を持

たない。 

 また，評価項目全体から見て特に重要な点を，「特に優

れた点及び改善点等」として記述している。 

 ｢Ⅳ 評価結果の概要｣は，評価結果を要約して示してい

る。 

 ｢意見の申立て及びその対応｣は，評価結果に対する意

見の申立てがあった対象組織について，その内容を転載

するとともに，それへの機構の対応を示している。 

 

４ 本報告書の公表 
 本報告書は，対象組織及びその設置者に提供するとと

もに，広く社会に公表している。 

 

○大学評価・学位授与機構が行う大学評価について 
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（１） 機関名 静岡大学 

 

（２） 研究科名 農学研究科 

 

（３） 所在地 静岡県静岡市大谷 836 

 

（４） 専攻構成 

     人間環境科学専攻 

     生物生産科学専攻 

     森林資源科学専攻 

     応用生物化学専攻 

 

 

（５） 学生数及び教員数 

 ① 学生数 

        193 名 

 

 ② 教員数 

65 名 

 
 

２．特徴 

 
静岡大学大学院農学研究科（修士課程）は，昭和 45

年に農学部の学科構成を基礎として，農学専攻，林産学

専攻，農芸化学専攻の３専攻で発足し，昭和 46 年には，

園芸学専攻及び林学専攻を設置した。 

その後，バイオテクノロジーの進展，資源と環境の保

全意識の高まりを受け，平成５年に学問領域を再編成す

ることとなり，それまでの５専攻から，生物生産科学専

攻，森林資源科学専攻，応用生物化学専攻の３専攻に組

織を再編・整備した。平成 12 年には，多様な環境問題に

的確に対応しうる人材を育成する目的で人間環境科学専

攻が設置された。 

平成３年には，本研究科の上部に静岡，信州，岐阜の

３大学を構成大学とする岐阜大学大学院連合農学研究科 

 

博士課程（入学定員 16 人）が設置され，本研究科からも

毎年 10 人程度進学している。 

地球環境を守りながら人類の食料を確保していくこと

は，人類に課せられた最も重要な課題であり，これには

農学にかかわる者の使命の重さと自然と共生する環境観

を認識しておく必要がある。このため本研究科では，衣

食住資源の持続的生産技術体系の確立を目指すとともに，

空と森と生物と土と川と海と，そして人間の生命の輪を

重視した教育研究を進めている。また，本研究科では異

なった専門分野間で有機的に連携した教育研究が実践で

きる体制を有しており，静岡県をはじめとする地域の企

業や各種の研究機関と連携した特別研究の指導も進めて

きている。 

 さらに，学部・大学院の教育研究の支援組織として，

また地域社会に対して大きな役割を果たしている附属施

設（農場，演習林他２施設）を平成 14 年に発展的に改

組し，地域的条件など静岡県の特色を生かしたフィール

ド科学を教育研究の共通的なテーマとして位置付けた

「地域フィールド科学教育研究センター」として統合し

た。このセンターは，学部学生や修士学生の教育の場と

して活用することにより，広い視野から農林水産業を捉

えて行動できる人材を育成すると共に，地域との連携を

強め学習・研究の拠点として広く開放し，自然環境の改

善や地域社会の発展に貢献することを目的としている。 

Ⅰ 対象組織の現況及び特徴 ※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．現況 
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（１） 本研究科は，農学における幅広い基礎知識を有し，

研究や技術開発に対する強い意欲のある学生を受け

入れる。アドミッションポリシーは以下のとおりであ

る。 
① 環境を重視した持続的な生物資源の生産と利用技

術の開発に興味をもち，独創性と応用力並びに国際

感覚を備えた学生。 
② 人類の生存に直接関わる生物資源や環境問題に強

い関心をもち，その解決に貢献しようという使命感

あふれる学生。 
（２） 本研究科は，生物資源の生産と利用および環境に

関する高度な教育，研究を重視し，課題探求能力，自

主性・応用能力を備えた人材を養成する。 
（３） 本研究科は，学生支援としての相談体制を整え，

学習環境の充実と就職支援体制の強化を図る。 
 
 

２．教育目標 

 

○教育の実施体制 

(1) 研究科の理念にそって，社会的要請に応じた教育・

研究システムの見直しと再構築を行う。  [目的（１）] 

(2) アドミッションポリシーを広く社会に公開し，多様

な入学者選抜方法を導入する。        [目的（１）] 

○教育内容面での取組 

(3) 各専攻では，教育目標に沿った教育課程の体系的な

編成を行う。                 [目的（２）] 

(4) 学際的な知識を習得できるように他大学，他研究科

との単位互換を行う。             [目的（２）] 

(5) クラス担任制や複数指導体制を導入する。 

                   [目的（２）] 

(6) ファカルティ・ディベロップメント活動を強化する。 

           [目的（２）] 

○教育方法及び成績評価面での取組 

(7) ティーチングアシスタント（ＴＡ）を活用し学生の

資質向上と教育方法の充実を図る。      [目的（２）] 

                   

(8) 特別研究に対する到達度の確認と適切な指導。 

                       [目的（２）] 

(9) 特別研究においては，その研究成果の学会発表と

学術雑誌への投稿を奨励する。    [目的（２）] 

(10) 適正な成績評価基準を設定し学生に周知させる。       

                   [目的（３）] 

(11) 施設及び設備の利活用を進める。 [目的（３）]       

○教育の達成状況 

(12) 教育の達成状況を逐次把握し卒業生・在学生によ

る授業評価を学習指導に役立てる。  [目的（２）] 

(13) 企業等による評価を教育改善に役立て，一般社会

や産業界に貢献できる人材を輩出するよう努める。 

                   [目的（３）] 

○学習に対する支援 

(14) 多様な履修歴を有する学生に対応できるようガ

イダンスを充実し，専門教育から特別研究への滑ら

かな移行を図る。          [目的（３）] 

(15) クラス担任制及び学生相談室を活用し，学習を

支援する。             [目的（３）] 

(16) 学習空間や教育施設の改善をはかり，学習を支

援する。              [目的（３）] 

○教育の質の向上及び改善のためのシステム 

(17) 自己評価委員会による評価活動を活発化させ，恒

常的に教育活動を評価する体制を整える。 

                    [目的（２）] 
 

Ⅱ 教育目的及び目標 ※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．教育目的 
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この項目では，対象組織における「教育の実施体制」

について，「教育実施組織の整備に関する取組状況」，「教

育目的及び目標の趣旨の周知及び公表に関する取組状

況」及び「学生受入方針（アドミッション・ポリシー）

に関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標の実

現に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に判断

した上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導き出

したものを示している。また，特に重要な点を「特に優

れた点及び改善点等」として示している。 
 

 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況  
 
【要素１】教育実施組織の整備に関する取組状況  

専攻の構成について，平成５年にそれまでの５専攻か

ら３専攻に再編し，また平成 12 年には人間環境科学専攻

を設置するなど，社会的要請に応じた専攻の構成とした

取組は，相応である。 

教員組織の構成について，女性教員が１名もいないこ

と，教員の年齢構成が高齢化して若手教員が少ないこと

は改善の余地があるものの，全体的には相応である。 
 
【要素２】教育目的及び目標の趣旨の周知及び公表

に関する取組状況  
学生，教職員に対する教育目的及び目標の趣旨の周知

の方法について，目的や理念は外部評価資料として取り

まとめられた「静岡大学農学部の現状と将来」に明記さ

れており相応であるが，「学生便覧」に明記されていない

ことは，改善の余地がある。 

学外者に対する教育目的及び目標の趣旨の公表方法に

ついて，「静岡大学農学部の現状と将来」に記載され，公

表されている点は相応であるが，刊行物の発送先が限定

されている点やホームページ等メディアの研究科として

の活用面などに，改善の余地がある。 

 

 

 

 

 
【要素３】学生受入方針（アドミッション・ポリシー）

に関する取組状況  
学生受入方針の明確な策定について，選抜方針は専攻

ごとに学生募集要項に記載されているが，学生受入方針

は明確に策定されておらず，問題がある。 

学生受入方針の学内外への周知・公表の取組について，

入学ガイドブックやホームページで研究科の概要や教員

の研究内容は紹介されているが，学生受入方針は明示さ

れておらず，問題がある。 

学生選抜方策に従い，７月と 12 月の年２回の入学試

験実施，面接等により専攻の理念に適った学生を選抜し

ており，定員を超える入学生がいることから，相応であ

る。 

 

 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成にある程

度貢献している。」である。 

 

 

◇特に優れた点及び改善点等 

 

学生受入方針の明確な策定について，選抜方針は専攻

ごとに学生募集要項に記載されているが，学生受入方針

は明確に策定されておらず，問題がある。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 評価項目ごとの評価結果  

１．教育の実施体制 
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 この項目では，対象組織における「教育内容面での取

組」について，「教育課程の編成に関する取組状況」及び

「授業（研究指導を含む）の内容に関する取組状況」の

要素ごとに教育目的及び目標の実現に向けた貢献の程度

を判断し，それらを総合的に判断した上で項目全体の貢

献の程度を評価し，水準を導き出したものを示している。

また，特に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」と

して示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育課程の編成に関する取組状況 

教育課程の体系的な編成について，学部教育との連携

を考慮した教育システムの構築が今後の課題であるが，

大枠での体系的な編成が実施されており，相応である。 
教育課程の編成上の配慮として，他専攻，他研究科，

外国を含む他大学大学院の授業科目の履修が可能であり，

10 単位を限度として修了に必要な単位へ含めることが

できる点は，相応である。 
 
【要素２】授業（研究指導を含む）の内容に関する取組

状況 
教育課程の編成の趣旨に沿った授業内容とするため

の取組について，集中講義が多いことや回数が少ない授

業が多く，シラバス（各授業科目の詳細な授業計画）に

沿って講義が進められているとは言い難い点で，問題が

ある。シラバスをより完成度の高いものとし，授業はシ

ラバスどおりに実施するなど，改善の必要がある。 

教育課程の編成の趣旨に沿った研究指導とするため

の取組について，日常の研究指導は個人指導体制となっ

ており，種々の問題が発生しないよう，検討の必要があ

る。 

 教育内容等の研究・研修（ファカルティ・ディベロッ

プメント，以下「ＦＤ」という。）への取組について，研

究科独自のＦＤ活動が行われておらず，問題がある。 

 

 

 

 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成にある程

度貢献している。」である。 
 
 
◇ 特に優れた点及び改善点等 

 
 ＦＤへの取組について，研究科独自のＦＤ活動が行わ

れておらず，問題がある。 

教育課程の編成の趣旨に沿った授業内容とするための

取組について，集中講義が多いことや回数が少ない授業

が多く，シラバスに沿って講義が進められているとは言

い難い点で，問題がある。シラバスをより完成度の高い

ものとし，授業はシラバスどおりに実施するなど，改善

の必要がある。 

 

２．教育内容面での取組 
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 この項目では，対象組織における「教育方法及び成績

評価面での取組」について，「授業形態，研究指導法等の

教育方法に関する取組状況」，「成績評価法に関する取組

状況」及び「施設・設備の整備・活用に関する取組状況」

の要素ごとに教育目的及び目標の実現に向けた貢献の程

度を判断し，それらを総合的に判断した上で項目全体の

貢献の程度を評価し，水準を導き出したものを示してい

る。また，特に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」

として示している。 
 

 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】授業形態，研究指導法等の教育方法に関する

取組状況 
教育課程を展開するための研究指導法等について，一

部の専攻では集中講義が多く改善の余地があるものの，

講義・演習のバランスが良い点，授業形態がゼミナール

形式で密度の濃い教育がなされている点，他大学との単

位互換を可能とし自主学習の意欲を高めている点，ティ

ーチング・アシスタント（学部の教育補助業務を行う大

学院学生）制度を採り入れ学部学生への指導方法を学び

とらせている点及びクラス担任制を置き学生の諸問題に

対する制度を作って対処している点は，相応である。 

研究指導法等の配慮について，転研究科・転専攻の制

度を作り，条件付きで修士１年での進路変更希望に対処

する体制を整えている点，また大学院学生の研究発表件

数から見て適切な配慮がなされている点は，全体として

相応である。 

 

【要素２】成績評価法に関する取組状況 
成績評価法の設定について，成績評価基準はあるが，

教員の裁量に任されており，全体的に出席率と授業態度

で評価され，教育の達成度合いが正しく評価されている

とは言い難く，目標に掲げる適正な成績評価基準の設定

がなされていない点は，問題がある。 

学位授与方針・基準の設定として，３名の審査委員に

よる論文審査など審査基準は整備されており，合わせて

修士論文発表会でも審査している取組は，相応である。 

 

 
【要素３】施設・設備の整備・活用に関する取組状況 

施設の整備・活用として，抜本的な整備に関しては方

針が設定された段階であるものの，農学部棟及び施設・

設備の耐震工事や薬品棚の固定化など東海地震対策がな

されており，相応である。 

関連設備・図書等の資料の整備・活用については，コ

ンピューターや視聴覚機器の利用・活用は相応になされ

ているが，図書室利用者は減少しており，利便性の面で

改善の余地がある。 

 

 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
 

一部の専攻で，集中講義が多い点は改善の余地がある。 
成績評価法の設定について，成績評価基準はあるが，

教員の裁量に任されており，全体的に出席率と授業態度

で評価され，教育の達成度合いが正しく評価されている

とは言い難く，目標に掲げる適正な成績評価基準の設定

がなされていない点は，問題がある。 

 

 

 

 

 

３．教育方法及び成績評価面での取組 
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 この項目では，対象組織における「教育の達成状況」

について，「学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況」及び「進学や就職など

の修了後の進路の状況から判断した達成状況」の要素ご

とに教育目的及び目標に照らした達成の程度を判断し，

それらを総合的に判断した上で項目全体の達成の程度を

評価し，水準を導き出したものを示している。また，特

に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」として示し

ている。 

 
 
◇目的及び目標に照らした達成度の状況 

 

【要素１】学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況 
単位取得，進級，修了及び資格取得などの各段階の状

況からの判断として，学生の学会での発表状況，休学者，

退学者，修了者数から，相応である。 

 
 
【要素２】進学や就職などの修了後の進路の状況から判

断した達成状況 
進学や就職などの修了後の進路状況については，不況

下における厳しい就職状況において就職希望者の９割前

後が就職していること，また関東地方のほか，静岡など

の中部地方での就職が多いことなどを考慮すると，教育

の目的及び目標は相応に達成されている。 

達成状況を把握するために実施された雇用主の修了

生に対する評価結果等から見て，肯定的な評価が多く相

応であるが，今後は学部研究科を合わせた調査でなく，

組織別に分析できる調査が必要である。 

 

 
この項目の水準は，「教育目的及び目標において意図す

る教育の成果が相応に達成されている。」である。 

                      

 
 
 
 

 
◇特に優れた点及び改善点等 
 

進学や就職などの修了後の進路状況については，不況

下における厳しい就職状況において就職希望者の９割前

後が就職していること，また関東地方のほか，静岡など

の中部地方での就職が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．教育の達成状況 
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 この項目では，対象組織における「学習に対する支援」

について，「学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況」及び「自主的学習環境（施設・設備）の整備・

活用に関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標

の実現に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に

判断した上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導

き出したものを示している。また，特に重要な点を「特

に優れた点及び改善点等」として示している。 

 

 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況 
授業科目や専門，専攻のガイダンスについては，学生

へのガイダンス開催の周知に関して改善の余地があるも

のの，１，２年次ともにガイダンスを実施し，講義の全

体像を説明している取組は，相応である。 

学習を進める上での相談・助言体制として，クラス担

任制と指導教官制を併用し，相談・助言体制を改善して

おり，相応である。 

 
 
【要素２】自主的学習環境（施設・設備）の整備・活用

に関する取組状況 
学生が自由に自主学習できる環境は十分とはいえな

いが，学部と共通の就職情報室が設置されている点，全

ての大学院学生にパスワードが与えられてインターネッ

ト経由で就職情報等が入手できる点，学部と共通の実験

準備室の情報機器が自由に使用できる点などは，相応で

ある。 

 
 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 

 
 
 
 

 
◇特に優れた点及び改善点等 
 

学生への授業科目や専門，専攻のガイダンスが十分周

知されていない点は，改善の余地がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学習に対する支援 
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 この項目では，対象組織における「教育の質の向上及

び改善のためのシステム」について，「組織としての教育

活動及び個々の教員の教育活動を評価する体制」及び「評

価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付けるシ

ステムの整備及び機能状況」の要素ごとに改善システム

の機能の程度を判断し，それらを総合的に判断した上で

項目全体の機能の程度を評価し，水準を導き出したもの

を示している。また，特に重要な点を「特に優れた点及

び改善点等」として示している。 
 

 
◇改善システムの機能の状況 
 
【要素１】組織としての教育活動及び個々の教員の教育

活動を評価する体制 
組織として教育の実施状況や問題点を的確に把握し

教育活動を評価する体制について，問題意識は醸成され

つつあるが，教育に対する共通認識，合意形成が弱く，

組織として教育の実施状況や問題点を的確に把握し，教

育活動を評価する体制としてはこれからの課題であり，

改善の必要がある。 

外部者による教育活動の評価に対して，自己評価委員

会を中心とした外部評価に対する組織体制が整備されて

いることは相応であるが，具体的な問題点を個々の教員

にフィードバックする体制に至っておらず，大学院教育

に対する評価基準は練り直しが求められていることから，

改善の必要がある。 

個々の教員の教育活動を評価する体制については，研

究科として評価する体制が整備されておらず，改善の必

要がある。 

 
【要素２】評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に

結び付けるシステムの整備及び機能状況 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付

けるシステムとしては，研究科委員会，教務委員会で大

学院教育に関する事案を処理し，また将来計画委員会で

多面的に議論していることは相応であるが，システムと

しては構築されておらず，改善の必要がある。 
評価結果を教育の質の向上及び改善に結び付ける方策

として，全学の FD 関係委員会による合宿研修やシンポ 

 
ジウムに積極的に参加するなどの取組をしているが，研

究科独自の取組はなされておらず，改善の必要がある。 
 
 
 この項目の水準は，「向上及び改善のためのシステムが

ある程度機能している。」である。 

 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
 

組織として教育の実施状況や問題点を的確に把握し

教育活動を評価する体制について，問題意識は醸成され

つつあるが，教育に対する共通認識，合意形成が弱く，

組織として教育の実施状況や問題点を的確に把握し，教

育活動を評価する体制としてはこれからの課題であり，

改善の必要がある。 
個々の教員の教育活動を評価する体制については，研

究科として評価する体制が整備されておらず，改善の必

要がある。 

評価結果を教育の質の向上及び改善に結び付ける方策

として，全学の FD 関係委員会による合宿研修やシンポ

ジウムに積極的に参加するなどの取組をしているが，研

究科独自の取組はなされておらず，改善の必要がある。 

６．教育の質の向上及び改善のためのシステム 
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１．教育の実施体制 

学生受入方針の明確な策定について，選抜方針は専攻

ごとに学生募集要項に記載されているが，学生受入方針

は明確に策定されておらず，問題がある。 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成にある程

度貢献している。」である。 

 

 

２．教育内容面での取組 

ＦＤへの取組について，研究科独自のＦＤ活動が行わ

れておらず，問題がある。 

教育課程の編成の趣旨に沿った授業内容とするための

取組について，集中講義が多いことや回数が少ない授業

が多く，シラバスに沿って講義が進められているとは言

い難い点で，問題がある。シラバスをより完成度の高い

ものとし，授業はシラバスどおりに実施するなど，改善

の必要がある。 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成にある程

度貢献している。」である。 

 

 

３．教育方法及び成績評価面での取組 

一部の専攻で，集中講義が多い点は改善の余地がある。 
成績評価法の設定について，成績評価基準はあるが，

教員の裁量に任されており，全体的に出席率と授業態度

で評価され，教育の達成度合いが正しく評価されている

とは言い難く，目標に掲げる適正な成績評価基準の設定

がなされていない点は，問題がある。 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．教育の達成状況 

進学や就職などの修了後の進路状況については，不況

下における厳しい就職状況において就職希望者の９割前

後が就職していること，また関東地方のほか，静岡など

の中部地方での就職が多い。 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標において意図す

る教育の成果が相応に達成されている。」である。 

 

 

５．学習に対する支援 

学生への授業科目や専門，専攻のガイダンスが十分周

知されていない点は，改善の余地がある。 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 

 

 

６．教育の質の向上及び改善のためのシステム 

組織として教育の実施状況や問題点を的確に把握し

教育活動を評価する体制について，問題意識は醸成され

つつあるが，教育に対する共通認識，合意形成が弱く，

組織として教育の実施状況や問題点を的確に把握し，教

育活動を評価する体制としてはこれからの課題であり，

改善の必要がある。 
個々の教員の教育活動を評価する体制については，研

究科として評価する体制が整備されておらず，改善の必

要がある。 

評価結果を教育の質の向上及び改善に結び付ける方策

として，全学の FD 関係委員会による合宿研修やシンポ

ジウムに積極的に参加するなどの取組をしているが，研

究科独自の取組はなされておらず，改善の必要がある。 
 
この項目の水準は，「向上及び改善のためのシステムが

ある程度機能している。」である。 

 
 
 
 
 

Ⅳ 評価結果の概要  
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これまでの大学院課程は，教育よりも研究に重点が置

かれ，特別研究(修士論文)の遂行が大学院教育であるか

のごとく考えている教官が少なくなかった。したがって，

平成 11 年度に実施した学生アンケートからも明らかな

ように，教官の授業（特論や演習）の実施内容には大き

な個人差があるうえ，一部には開講する授業の実施回数

が少ない教官がいることやルーズな開講実態であること

も当時浮き彫りになった。これを改めるには，教官の意

識改革が必要であり，そのための方策の一つとして，平

成 14 年に締結された静岡県立大学大学院との単位互換

協定があげられよう。最近では，この単位互換制度を含

めて他専攻，他研究科，並びに他大学大学院で履修した

授業科目合計 10 単位を限度として修了要件に含めるこ

とができるようになった。専門を深めた特別研究を遂行

するうえで幅広く学習することの意義以外に，学生自身

の授業選択の幅が広がり，本研究科の活性化が期待でき

る。 

 しかしながら，本学大学院農学研究科の教育改革は緒

についたばかりであり，学部と修士課程との連携を念頭

に置きつつ，専攻ごとの講義科目の体系付けを行う必要

がある。特別研究については修了判定時の論文審査だけ

ではなく，課程の２年間を通しての複数指導体制を確立

し，有効に運用することが望まれている。法人化後は，

ＦＤ委員会を中心に大学院教育の更なる質の向上とその

改善を図って行くとともに，学生アンケート調査等を実

施し，学生の立場に立った教育を心がけ，研究科のカリ

キュラムを充実させて行きたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 特記事項 ※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 


